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ブラジルの金融市場動向 Weekly Report

先週レアルは、対円では上昇しましたが、対米ドルでは
下落しました。2年国債金利は低下しました。

発表されたインフレ率が市場予想を下回ったことで、利
下げ観測が高まり、短中期の年限を中心に金利は低下し
ました。また、代表的な株価指数が 高値を更新したこと
や、中央銀行が発表したインフレ報告書においてGDP
（国内総生産）成長率が上方修正されたことなどから、レ
アルは上昇しました。

一方、米国のFOMC（米国連邦公開市場委員会）では、
バランスシートの正常化を10月から開始することが決定さ
れました。FOMC参加者の大半が年内の追加利上げを
想定したことで米ドルが上昇し、対米ドルではレアルは下
落しました。

【2】今週の見通し

今週は、プライマリー・バランス（基礎的財政収支）など
の経済指標が発表されますが、経済指標よりも政治的な
イベントに注目が集まるとみています。

テメル大統領の支持率が低迷しているなか、汚職疑惑
問題をめぐり、テメル大統領は2回目の起訴をされました。
高裁判所での審理開始を判断する国会の採決は否決

になると見込まれていますが、社会保障改革法案の審
議・採決が先送りされる懸念があります。政府や議会が改
革を進める意志は強いとみられるものの、政局の動きや、
それを踏まえた今後の財政再建の行方を注視していく必
要があると考えています。

政府や議会が社会保障改革などの構造改革を着実に
進める場合は、ブラジル経済に対する信認改善や利下
げによる景気回復と相まって、レアルの下支えになると期
待されます。

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。

【ブラジル 金利推移】

【ブラジル・レアル 為替推移】

2017年9月25日

（2017年8月25日～2017年9月22日）

（2017年8月25日～2017年9月22日）

【2017年9月16日～2017年9月22日までの推移】
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